
第1回 かとりの未来 まちづくりワークショップ（5月13日開催）検討結果

No. 目指すべきまちの姿のフレーズ フレーズに込めた想い（意味や理由）

•地産地消による地域での経済循環を目指す(おいしい農作物など)

•祭り、町並み、歴史など香取の魅力をアピールして観光客の増加

•歴史や文化、自然に包まれて暮らす魅力(経済的でない豊かな暮らしの実
現)

•町の未来を担う人材の育成(起業しやすい町)

•若者が活躍

•地域の人や観光客(外国人)が交流できる町

•香取市の強みである緑(自然)と文化とともに、香取市も成長・発展してい
きたいから

•(市ラブは)香取市にもっと愛着をもって住み続けてほしいから

•歴史…祭礼、神社仏閣、町並みを誇る町

•躍動…老若男女問わず活躍できるまち

•交流…世代・言語を超えた交流のできるまち

•～ニッポニアカトリを掲げて～…香取が日本に位置することを世界に発
信！

•赤ちゃんから高齢者まで皆が持てる力を発揮できるまちをつくることで、住
んでいる人が「楽しい」、「ワクワク」する。それが外から見ても「香取市にい
こう！」「住みたい」と思ってもらえると思います。

•田舎の良さもPR（でも都心からもそれほど遠くなく田舎過ぎもしません）

•決して開き直っているわけではない！インパクト重視！！

•田園(農地)

•若者と高齢者(祭礼行事、仕事)

•歴史文化

•住んでみたいまち

•歩いて全部の買い物ができるまち

•ゆったり暮らせる(医療・大学)

•起業家育成(農業の近代化)

•外を見て豊かさを考える

•若者が希望をもって取り組み、高齢者も尊厳を持って暮らせる町

•広い水田、畑、山林を有効活用してもらいたい

•若い人のアイディアを取り入れる

•高齢者もお手伝いできる環境づくり

•広い水田、畑、山林を有効活用してもらいたい

•若い人のアイディアを取り入れる

•高齢者もお手伝いできる環境づくり

8
自然・歴史文化を活かし時代の変化に対応して
みんなで作り上げる町！

•活かし切れていない香取市の良さを強調し、国や自治体のみではなく、
我々市民一人ひとりが考えながら取組んでゆくまちづくり！！

※まちづくりワークショップで提案いただいた案を基に今後、香取市の将来像「目指すべきまちの姿」を検討していきます。

若者が希望をもって取り組み、高齢者も尊厳を持って暮らせる町
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ワクワク 皆が輝け「田舎で悪いか！」かとり

自然と文化が作る豊かな暮らしを実現する町かとり
～人を育み人が輝き、人がつながる町を目指して～

緑・文化とともに歩み育つまちKATORI
～市ラブ1000％～

「歴史」「躍動」「交流」のまち香取
～ニッポニアカトリを掲げて～

水と自然と歴史が調和して多世代交流推進の町水郷香取！

豊かなひとを育てる歴史・文化自然のまち「香取」


